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平城京の荷札木簡について 荷札本間jが国.illl・郷のどの段階で作成され.それはどこでの肋

検に用いられるためかというIIIJ凶で，今日議論がうヒ-わされている。本報作では， 1可札木附jの大

正|三が~ll ;で作成され， それは岡山ーでの肋検に資するためである . とする平lブJな説に対 して. :iiJi-II'， 

の二条大日鈴木仰を主たる材料として分析し検討を加えた。その結果，1::i札木附作成において

は国・ 1m・郷毎にそれぞれ共通点が見いだされ./11;の役:，Ijリを過大に詳fllliすべきではないこと，

国lHでの勘検を示すとされる!と料が十分な棋拠をもつものではないこと.などからあくまでも

京における納入時の助検のために作成されたと考えるべきことを論じた。 (寺山lI保広)

弥生社会のはじまりー木葉紋と流水紋からー これまでの研究で， 'JfJ~ ~l:人が好んでiNi v 、た

紋tf(のうちに実は純文主|会で1::みだされたもののあることがrYJらかにされている。その代表的

な紋どYdJ"，水禁紋と流水紋とである。 しかも この二つの紋線は ともに日本列山に弘、生文化が

広まったごく初めに採用されているにもかかわらず，そのあ り方がこの二者で大きく民なって

いる。二つの紋椛の制lIi}liを具体的に検討して.①木荒紋のうちのあるものは流氷紋より古く.

i!1:j日本の前!UJ初引にfii:ii"，':すること，②純文社会の紋tf(をJよL尖に受け入れたのは流水紋の力であっ

たこと，③それには時Ii¥J的なiif:行|見l係が派くJ!，¥J_/]していたこと.④的、生化する過程で， 'J!J、生社

会自イイょのヰキ殊な十114i主がかかわったこ と，などをJ出向した。 (涼111弘:+St)

ワット・プーとラオスの文化遺産 ワ y 卜・ プーは，ラオスI判部にあるヒン ドゥー寺院で，現

存する建物群は1J 111:紀初出の建立と考えられます。壮大な石造遺跡がパサック山の山似から山

IJ主に述なり，京を正jfliとし 上段に主'i*-:• tY: Îr~走 '1'段に六つのス トゥーパ，下段にごつの1:(股

と U~ ! I '.殿，さらに米にはパライがありま す。京ïL4'の IJ"1411線上に参道が通り.附段と1"1の拡JI/'lが伐っ

ています。しかしすで、に建物のJポ艇は失われ， 一部は倒l裂していて早急に保護と援助の手をf守

ち211んでおります。ワ y ト・プ一以外にも， 北部ジャール平原の1-':石文化や原史的な王百1)ルア

ンパハンなど，さまざまな文化泊旅がありますが，ラオスにおける文化財保護は絡についたば

かりといえます。幸い.このたび日本の文化財保護の状泌を学ぶ機会をfりましたので，この経

験をラオスの文化財保設のために{立政てたいと思っております。

(ラオスWi報文化省|導物館考古局長 トンサ ・サヤヴオンカムディ _I.:.M'HII一抄)

文化財の保存科学と国際交流 保存科学とは自然科学的手法を応!日して文化l!1'の保存修彼技術の1m

発とそれに必要な部l査に当たる研究分肝である。当研究所で紋初jに抑制した海外からの保存科学研

究者は，バイキング船の化学:処理IIを成功させたデンマーク同rn功物館のク リステンセン保存科学部
長であった。197011三のことである。以米.当研究所と世界各国の研究川おとの交流布例は百f'1ーを数

え，その4訓が保存科学関係者で、あった。そのなかには， @:Il¥jil:や国↑!?のちがし、が保存科学技術交

流以前の障害になることも多かった。しかしながら.技術と文化の国際的交流をとおしての新H刊に

の椛築は，こ うしたハードルを越えようとする五いの自引にこそ託されている。(iJ'~FIl JEllíj \
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